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１ 発明家甲は，自ら思いついた次のアイデア１～２について，特許出願をすることを検討して

いる。 
 

アイデア１ 有名料理人による温度調節の方法をデータとして記憶したコンピュータによって自動的

に温度を調節して米を炊く炊飯器 

アイデア２ 人間の胃腸にできたポリープについて切除可能な装置を備える内視鏡 

 
以上を前提として，問１～問４に答えなさい。 

 
問１ 

アイデア１について，特許を受けることができる発明として，適切と考えられる場合は「○」

を，不適切と考えられる場合は「×」を，選びなさい。 
問２ 

【理由群Ⅰ】の中から，問１において適切又は不適切と判断した理由として，最も適切と考え

られるものを１つ選びなさい。 
 
 
【理由群Ⅰ】 
ア 自然法則を利用しておらず，特許法上の「発明」に該当せず特許を受けることはできないた

め 
イ 特許法上の「発明」に該当し，他の特許要件を具備することにより特許を受けることができ

るため 
ウ 知識として第三者に伝達できる客観性がなく，特許法上の「発明」に該当せず特許を受ける

ことはできないため 
 
 
  

（はじめに） 

すべての問題文の条件設定において，特に断りのない限り，他に特殊な事情がないものとし

ます。また，各問題の選択枝における条件設定は独立したものと考え，同一問題内における他

の選択枝には影響しないものとします。 

特に日時の指定のない限り，2025年１月１日現在で施行されている法律等に基づいて解答し

なさい。 
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問３ 

アイデア２について，特許を受けることができる発明として，適切と考えられる場合は「○」

を，不適切と考えられる場合は「×」を，選びなさい。 
問４ 

【理由群Ⅱ】の中から，問３において適切又は不適切と判断した理由として，最も適切と考え

られるものを１つ選びなさい。 
 
 
【理由群Ⅱ】 
ア 業として利用できない発明であり，特許法上の「産業上利用できる発明」に該当せず特許を

受けることはできないため 
イ 特許法上の「産業上利用できる発明」に該当し，他の特許要件を具備することにより特許を

受けることができるため 
ウ 人間を手術，治療，診断するために用いられる発明であり，特許法上の「産業上利用できる

発明」に該当せず特許を受けることはできないため 
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２ 大学生甲は，自分で録音した音声ファイルＡ及び音声ファイルＢの利用について，大学の著

作権法の教授に確認をしようと，発言１～２をしている。 
 
発言１ 「先日広場で，電機メーカーＸ社のイベントがありました。新製品のスピーカーの試聴

用にⅩ社が録音した波の音を再生していました。その波の音が気に入ったので，その

場でその波の音の再生を録音し，音声ファイルＡを作成しました。音声ファイルＡを，

Ⅹ社に無断で私のブログに掲載しても問題ありませんよね。」 
発言２ 「先日あるレストランで食事をしていたところ，ピアニスト乙が生演奏をしていました。

その場で乙の生演奏を録音し，音声ファイルＢを作成しました。乙が生演奏した楽曲

は，１９世紀の作曲家であるシューマンによるものです。音声ファイルＢを，乙に無

断で私のブログに掲載しても問題ありませんよね。」 
 
以上を前提として，問５～問８に答えなさい。 

 
問５ 

発言１について，適切と考えられる場合は「○」を，不適切と考えられる場合は「×」を，選

びなさい。 
問６ 

【理由群Ⅲ】の中から，問５において適切又は不適切と判断した理由として，最も適切と考え

られるものを１つ選びなさい。 
 
 
【理由群Ⅲ】 
ア Ⅹ社の著作隣接権は生じているが，その権利が制限されるため 
イ Ⅹ社の著作隣接権を侵害するため 
ウ Ⅹ社には何らの権利も生じないため 
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問７ 

発言２について，適切と考えられる場合は「○」を，不適切と考えられる場合は「×」を，選

びなさい。 
問８ 

【理由群Ⅳ】の中から，問７において適切又は不適切と判断した理由として，最も適切と考え

られるものを１つ選びなさい。 
 
 
【理由群Ⅳ】 
ア 乙には何らの権利も生じないため 
イ 乙の著作隣接権を侵害するため 
ウ 乙の著作権を侵害するため 
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３ 問９～問２６に答えなさい。 
 
問９ 

家電メーカーＸ社では，形状が独特な掃除ロボットＡに係る発明について，特許出願を検討し

ている。ア～ウを比較して，登録される可能性が高い場合として，最も適切と考えられるものを

１つ選びなさい。 
 
ア 日本国内の業者向けの展示説明会で掃除ロボットＡを出展し，当該出展から１年以上経過し

ているが，一般への正式な発表はまだ行われておらず，販売も開始されていない場合 
イ 掃除ロボットＡをインターネットで公表した後に販売を開始し，そのインターネットでの公

表からは１年以上経過しているが，販売開始日からは半年しか経過していない場合 
ウ 掃除ロボットＡについて自社内の研究所で製品の設計を完成し，試作品を製造した後１年以

上経過しているが，発表はまだ行われておらず，販売も開始されていない場合 
 
問１０ 

自動車メーカーＸ社の知的財産部の部員が，米国における特許権の取得に関して発言している。

ア～ウを比較して，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 「特許協力条約（ＰＣＴ）による国際出願は日本語で行うことができ，米国に国際出願の移

行手続を行う場合に英語の翻訳文を提出する必要はありません。」 
イ 「日本に特許出願してからパリ条約に基づく優先権を主張して米国へ特許出願すると，米国

における新規性の判断は日本の特許出願の出願日が基準となります。」 
ウ 「米国特許商標庁に直接特許出願をしなくても，米国で特許権を取得できます。」 
 
問１１ 

自転車メーカーＸ社の知的財産部の部員が，新商品である自転車Ａに係る商標についての商標

登録出願を検討している。ア～ウを比較して，部員の考えとして，最も適切と考えられるものを

１つ選びなさい。 
 
ア 自転車Ａの色は赤であるが，自転車Ａの色のみから構成される商標は，商標登録の対象とな

らない。 
イ 自転車Ａは，サドルに特徴的な図形が描かれているが，このサドルの特徴的な図形は，商標

登録の対象とならない。 
ウ 自転車Ａの発売時期が１年後であっても，販売することが確実な場合には，すぐに商標登録

出願をすべきである。 
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問１２ 

甲は日本の銘菓とその歴史に関する資料を作成した。この資料の作成にあたり，友人乙は甲が

指示した情報のみを収集し，友人丙は甲の求めに応じて助言のみを行っていた。ア～ウを比較し

て，この資料の著作者にあたる者として，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 甲のみ 
イ 甲と乙 
ウ 甲と乙と丙 
 
問１３ 

家電メーカーＸ社はタイマー機能を有する電子レンジＡを販売していたところ，Ｙ社から，電

子レンジＡの販売はタイマー機能に係る特許権Ｐの侵害である旨の警告書が送付された。Ｘ社の

知的財産部の部員が警告書の内容について検討している。ア～ウを比較して，部員の考えとして，

最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 「特許権Ｐに係る無効理由の有無について，先行技術文献の調査をしましょう。」 
イ 「電子レンジＡは四国地方においてのみ販売されています。一方，Ｙ社の電子レンジは関東

地方のみで販売されています。特許権の効力は，特許権者の販売地域にのみ及ぶことから，

電子レンジＡの販売が特許権Ｐを侵害する可能性はありません。」 
ウ 「電子レンジＡはタイマー機能を有しており，タイマー機能はスイッチで使用を不可にでき

ますが，電子レンジＡの販売が特許権Ｐを侵害する可能性はあります。」 
 
問１４ 

設備機器メーカーＸ社の知的財産部の部員は，自社の有する冷凍空調機器に係る特許権につい

て，Ｙ社とライセンス契約を結ぶことを検討している。ア～ウを比較して，部員の考えとして，

最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 独占的通常実施権を許諾するライセンス契約でＸ社が特許発明を実施できないとの特約があ

る場合，登録しなければ効力を生じない。 
イ 通常実施権を許諾するライセンス契約の場合，登録しなければ効力を生じない。 
ウ 専用実施権を設定するライセンス契約の場合，登録しなければ効力を生じない。 
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問１５ 

ア～ウを比較して，意匠登録の対象に関して，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 毛抜きのデザインは，美術品のような高尚な美ではなく，使いやすさといった作用効果を目

的としているにすぎず，意匠登録の対象とならない。 
イ ロボットは，自動車の生産ライン用のロボットのみならず，自在の動きをする玩具用のロ

ボットについても，工業上利用できる物品として，意匠登録の対象となる。 
ウ 著名な建築家による競技場のデザインは，意匠登録の対象となる。 
 
問１６ 

画家甲は，東京タワーを描いた絵画Ａを展覧会で発表した。絵画Ａを見た乙は，甲から絵画Ａ

を購入しすべての著作権の譲渡も受けた。ア～ウを比較して，乙の行為として，問題が発生する

可能性が高いものとして，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 絵画Ａの一部分の色を変え著作者甲として記載した上で，自己の開設するブログに絵画Ａを

掲載する行為 
イ 放送事業者Ｘ社に，絵画Ａをテレビ放送することについて有償で許諾する行為 
ウ 絵画Ａの写真を撮り，その写真を販売する行為 
 
問１７ 

建設会社Ｘ社の知的財産部の部員は，既に出願した建設部材に係る発明Ａについての特許出願

Ｐに基づいて，発明Ａを改良した発明Ｂについて国内優先権を主張した特許出願Ｑを検討してい

る。ア～ウを比較して，部員の考えとして，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 特許出願Ｑについて国内優先権の主張をするためには，特許出願Ｐの出願日から半年以内に

出願する必要があると考えた。 
イ 特許出願Ｑにおいて，特許出願Ｐの出願内容と重複する部分については，特許出願Ｐの出願

日を基準として，新規性の判断がなされると考えた。 
ウ 特許出願Ｑが登録された場合の存続期間は，特許出願Ｐの出願日から２０年を経過するまで

と考えた。 
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問１８ 

食品メーカーＸ社は，指定商品である餃子について登録商標Ａに係る商標権Ｍを有している。

ア～ウを比較して，商標権Ｍに関して，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 登録商標Ａを，登録日から３年以上，餃子について使用していない場合には，商標権Ｍは消

滅したものとみなされる。 
イ 商標権Ｍの存続期間は，設定登録日から５年をもって終了する。 
ウ ライバルメーカーＹ社は，登録商標Ａに類似する商標を餃子について使用することはできな

い。 
 
問１９ 

時計メーカーＸ社は，新規な腕時計である発明Ａに係る特許出願Ｐをスイスに出願し，日本で

も特許権を取得したいと考えている。ア～ウを比較して，最も適切と考えられるものを１つ選び

なさい。 
 
ア 特許出願Ｐがスイスで特許権の登録がなされると，特許協力条約（ＰＣＴ）により，日本で

も特許権が登録される。 
イ 日本で発明Ａについて特許出願Ｑをした上で，特許出願Ｑに基づいて，特許協力条約（ＰＣ

Ｔ）による国際出願への出願変更をする。 
ウ 特許出願Ｐに基づいてパリ条約に基づく優先権を主張して，特許出願Ｐの出願日から１２カ

月以内に日本に特許出願をする。 
 
問２０ 

漫画家甲は，４コマ漫画を創作し，定期的にＳＮＳに投稿している。ある日，甲が創作した４

コマ漫画がそのまま乙のＳＮＳに投稿されているのを発見した。甲は，複製権の侵害及び公衆送

信権の侵害を理由に，乙への措置を検討している。ア～ウを比較して，甲から乙への措置として，

最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 差止請求をする 
イ 損害賠償請求をする 
ウ 名誉回復措置請求をする 
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問２１ 

文具メーカーＸ社は，ペンケースＡとボールペンＢとを製造販売している。Ｘ社の知的財産部

の部員は，Ｙ社がマーカーペンに係る登録意匠Ｃについて意匠権を有しているとの情報を営業部

から入手し，確認したところ，当該情報は事実であった。ア～ウを比較して，部員の考えとして，

最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。なお，ボールペンとマーカーペンとは類似する物

品であり，ペンケースとマーカーペンとは非類似の物品であるものとする。 
 
ア 登録意匠Ｃと同一の形態を，ボールペンＢの形態に転用しても，登録意匠Ｃに係る意匠権の

侵害とはならない。 
イ 登録意匠Ｃと類似する形態を転用したボールペンＢを製造販売するために，Ｙ社から登録意

匠Ｃに係る意匠権について，通常実施権の許諾を受ける。 
ウ 登録意匠Ｃと同一の形態を，ペンケースＡの形態に転用すると，登録意匠Ｃに係る意匠権の

侵害となる。 
 
問２２ 

化粧品メーカーＸ社は商標Ａを付した化粧品を製造販売していたところ，競合他社から，同商

品の製造販売行為は商標権Ｍを侵害している旨の警告書が送付された。ア～ウを比較して，Ｘ社

の知的財産部の部員の考えとして，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 商標Ａは化粧品について，現在では普通名称として使用されているので，商標権Ｍの効力が

及ばない旨の反論が可能である。 
イ 商標権Ｍの存続期間は来月でちょうど１０年となるので，わが社が来月まで一時的に商品の

製造販売を休止すれば，商標権Ｍの侵害を回避できる。 
ウ わが社は，商標権Ｍの出願公開日よりも前に商品の販売を開始しているので，商標権Ｍを侵

害しない旨の反論が可能である。 
 
問２３ 

電機メーカーＸ社は，冷蔵庫の発明に係る特許出願に対して拒絶理由通知を受領した。ア～ウ

を比較して，Ｘ社の知的財産部の部員の考えとして，最も不適切と考えられるものを１つ選びな

さい。 
 
ア 複数の請求項に対して拒絶理由があるので拒絶理由を解消する方策はない。 
イ 意見書により反論することで拒絶理由を解消する。 
ウ 手続補正書により特許請求の範囲を補正して拒絶理由を解消する。 
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問２４ 

Ｘ社は，品種Ａについて品種登録を受けた。ア～ウを比較して，Ｘ社の担当者の育成者権に関

する発言として，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 「品種Ａの育成者権の存続期間は，品種Ａの品種登録出願の日から２５年間です。」 
イ 「Ｘ社は，無断で品種Ａの種苗を生産する者に対して，差止めを請求できる場合がありま

す。」 
ウ 「Ｘ社は，品種Ａの育成者権についてＹ社に専用利用権を設定することができます。」 
 
問２５ 

ア～ウを比較して，Ｘ社の意匠登録出願に関する手続について，最も適切と考えられるものを

１つ選びなさい。 
 
ア 意匠登録出願に対しては，出願審査の請求をしなければ，審査官による実体審査は行われな

い。 
イ 意匠登録出願に係る意匠は，物品の形状等に係る創作であり，特許出願への出願変更が認め

られている。 
ウ 意匠登録出願については，意匠権の設定の登録前に，出願公開される。 
 
問２６ 

ア～ウを比較して，著作権法上，甲の同意又は許諾を得る必要がない乙の行為として，最も適

切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 甲が描いた漫画の著作者の氏名として，乙が甲の実名を表示して出版する行為 
イ 甲が書いた小説の題号を乙が変更する行為 
ウ 甲が描いた絵画を購入した乙が，当該絵画を公に展示する行為 
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４ 問２７に答えなさい。 
 
問２７ 

ベンチャー企業であるＸ社は，２０２５年５月７日に実用新案登録出願をし，２０２５年６月

２６日に実用新案登録を受けた。この場合，実用新案権の存続期間の満了日が属するのは西暦何

年何月か，記入例に従って算用数字で記入しなさい。 
 記入例 西暦２０１０年１月の場合は，左詰めで「２０１００１」と記入 
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５ 次の会話は，家庭用品メーカーＸ社の知的財産部の部員甲と部員乙が，商標登録出願の審査

に関して会話しているものである。問２８～問３０に答えなさい。 
 
甲 「わが社の新商品Ａの商標Ｍについて商標登録出願をしたところ，Ｙ社の登録商標Ｎに類似

するとして拒絶理由が通知されました。このような場合の対応策として １ があると聞

きましたが，どうしたらよいですか。」 
乙 「まず，わが社が商標Ｍの商標登録を受けることについてＹ社に ２ 必要があります。そ

して，登録商標Ｎが使用されている商品等と，商標Ｍを使用するわが社の新商品Ａとが 
 ３ 場合には，商標登録が認められます。」 

 
 
【語群Ⅴ】 
ア 混同を生ずるおそれがない 
イ 通知する 
ウ 協議申立制度 
エ 類似しない 
オ 承諾を得る 
カ コンセント制度 
 
 
問２８ 

【語群Ⅴ】の中から空欄 １ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 

問２９ 

【語群Ⅴ】の中から空欄 ２ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 

問３０ 

【語群Ⅴ】の中から空欄 ３ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
 



【３級実技】
番号 正解
問１ ○
問２ イ
問３ ○
問４ イ
問５ ×
問６ イ
問７ ×
問８ イ
問９ ウ
問１０ ア
問１１ ウ
問１２ ア
問１３ イ
問１４ ウ
問１５ ア
問１６ ア
問１７ イ
問１８ ウ
問１９ ウ
問２０ ウ
問２１ イ
問２２ ア
問２３ ア
問２４ ア
問２５ イ
問２６ ウ
問２７  203505
問２８ カ
問２９ オ
問３０ ア




